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小学校の通常の学級に在籍する 児に対する
周囲児の行動に関する研究

一柳貴博（東京大学大学院）
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問題と目的

特別支援教育の推進に向けて，発達障害児と周

囲の児童（以下，周囲児）の関係構築に向けた支

援の検討は喫緊の課題となっている。しかし，通

常の学級における両者の仲間関係に関する研究は

きわめて少ないことが指摘されており（金・細川，

2005），支援についても十分に検討されていると

は言い難い。支援にあたっては，学校現場の実施

時間確保の難しさ等から，日常的に取り組みやす

い働きかけの必要性が指摘されている（曽山・堅

田，2012）。そこで本研究では，小学校の通常の

学級に在籍する自閉スペクトラム症が疑われる児

童（以下，ASD 児）に対する「周囲児の行動」に

着目し，ASD 児につらい思いをさせてしまうかも

しれない周囲児の行動（以下，対象行動）と対象

行動が起きていない時の周囲児の行動（以下，望

ましい行動）及びその状況を明らかにすることで，

日常的に実施できる，周囲児の望ましい行動を増

やす支援を提案することを目的とする。 
方 法

調査協力者 特別支援教育支援員 28 名 
質問紙調査 1.ASSQ 短縮版（伊藤他，2014），
2.ASD 児の性別・学年等，3.ASD 児に対する周囲

児の対象行動・望ましい行動及びその状況（応用

行動分析の枠組みに沿って自由記述にて回答を求

めた）。実施に際しては著者の所属機関の倫理審査

専門委員会の承認を得た。 
分析方法 周囲児の対象行動が「ある」と回答し

た 11 名を分析対象とし，周囲児の行動及び状況

についての自由記述を KJ 法（川喜田，1986）に

準じた方法を用いて分析した。 

結果と考察

本研究では，回答のあった ASD 児の約半数

（47.8%）が，周囲児の行動によってつらい思い

をしている可能性があることが示された。 
周囲児の対象行動としては，「積極的な攻撃」

（14.3%），「過剰な指摘・注意・反論」（28.6%），

「除外」（35.7%），「すれ違い」（14.3%），「身代

わり」（7.1%）が挙げられた。そのきっかけとし

ては，ASD 児のルールや話題などの「枠組みの逸

脱」（45.5%），「教師の目が届かない時」（9.1%），

「常時」（18.2%）が見出された。一方，周囲児の

望ましい行動としては「友好的な関わり」，「ASD
児に合わせた対応」，「各々の時間を過ごす」が挙

げられ，各行動のきっかけとして「ASD 児の趣味

や得意なことが生かされる場面」や「リーダー的

児童の気付き」などが見出された（Table 1）。そ

の中で「リーダー的児童の気付き」，「異性の児童

の存在」，「各々が自分のことをやっている時」と

いったきっかけは，周囲児に焦点を当てて，学級

の中の動きを捉えたきっかけであり，周囲児の行

動に着目した本研究の成果であると考えられる。

また本研究では，周囲児の望ましい行動の 8 割が

「休み時間」にみられており，児童の中で望まし

い関わりが生起し拡がっていることも示唆された。

周囲児と ASD 児との日常的な関わりの中で，本

研究で示唆された望ましい行動のきっかけを見出

し，拡げていくことが支援において重要であると

考えられる。 
今後は調査協力者を増やして，より多くの事例

に適用できる支援を検討することが必要である。 

Table 1 ASD 児に対する周囲児の望ましい行動とそのきっかけ

 

カテゴリー（割合） カテゴリー（割合）

友好的な

関わり（40%）

ASD児の趣味や得意なこと

が生かされる場面（20%）

リーダー的児童の気付き

（10%）

ASD児に対する理解

（10%）

異性の児童の存在（10%）

各々の時間を過ご

す（20%）

各々が自分のことを

やっている時（20%）

きっかけ

ASD児の様子を見ていて，関わり

方を理解する。

周囲児（男子）だけではなく，女

子が加わっている時

望ましい行動

周囲児の一人が，ASD児の立場

に気付き，周りに伝える。

周囲児がASD児に対するルール

を易しいものに変える。

周囲児がASD児の様子を見て，

あえて何もしない。

ラベル例（具体例）

ASD児が得意な工作を作りはじめ

た時

リーダー的児童が，ASD児の立場

に気づく。

周囲児が自分のことに集中してい

る時

ASD児に

合わせた対応

（30%）

ASD児が得意な工作をしている

のを，周囲児が褒める。

周囲児がASD児に関わらない。

ラベル例（具体例）
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発達障害児をもつ養育者が就学先の決定に向けて
前向きな感情を獲得する過程

―周囲のサポートに着目して―

熊谷さくら（北海道大学大学院）
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問題と目的

障害児をもつ親の心理適応過程に関する研究は

年代から現在にかけて盛んに取り組まれて

いる。日本においては中田（ ）が落胆と適応

を繰り返しつつ適応へと向かおうとする螺旋型モ

デルを提唱し，障害児をもつ親の心理的揺れを示

した。そのような心理状態にある養育者の支援に

ウエイトを置くことの重要性（下田， ）が示

唆され，同じ障害の子をもつ親仲間との関わりが

心理的支えとなることが示された。また，興津

（ ）の研究では親が感情的にポジティブであ

ることが子どものポジティブな感情の表出につな

がることを明らかにしており，養育者の前向きな

感情の重要性が示されている。しかし，発達障害

児をもつ養育者の前向きな感情に着目した心理状

態の変化に関する研究は非常に少ない。また，養

育者の心理状態の変化と就学先の決定との関連や

その心理的変化に周囲のサポートがどのように作

用したかを明らかにする研究は十分に行われてい

ない。本研究において発達障害児をもつ養育者が

前向きな感情を獲得するまでの経緯と身近な家族

や周囲の諸機関の関わりが前向きな感情の獲得に

どのような役割を果たしているかの２点を明らか

にすることを目的とする。また，本研究における

「前向きな感情」は松井ら（ ）の研究を参考

に養育者が育児中に感じる育児や子どもに対する

愛情や喜び，感謝，希望などの肯定的な情動と定

義する。

方 法

対象者：小学生の発達障害児を育てる母親 名

調査方法：基本属性の把握を目的とした事前調査

を実施した後，半構造化インタビューを行った。

調査は 年 月 日に北海道教育大学札幌校内

の個別指導室において 回に分けて実施し，所要

時間は計 時間 分であった。内容は対象者（以

下Ｃさんとする）の承諾を得てＩＣレコーダーに

記録した。インタビューは「発達障害児をもつ養

育者が前向きな感情を獲得するまでの経緯」とそ

の経緯の中で「身近な家族や周囲の関わりが前向

きな感情の獲得にどのような役割を果たしていた

か」の２つの観点から質問を行った。

分析方法：インタビューを逐語録化しＫＪ法を用

いて養育者の感情のラベリングを行い，「前向きな

感情」，「どちらともいえない感情」，「後ろ向きな

感情」の３つに分類した。分類した感情を用いて

落胆の状態から前向きな感情へと変化した過程を

明確にした。周囲のサポートに対してもラベリン

グを行った。「行政」，「教育」，「医療」，「福祉」，

「家族」，「親戚」，「仲間」，「習い事の先生」，「自

分の時間」の つに分類し，それらを「フォーマ

ルサポート」と「インフォーマルサポート」の２

つに分類した後，それぞれのサポートが養育者の

心理状態の変化にどのように作用していたかを明

らかにした。

倫理的配慮： さんには書面にて調査の趣旨や目

的，方法，対象者の意思で辞退可能であることを

説明し，同意をいただいたうえで調査を行った。

本研究の実施にあたっては，北海道教育大学研究

倫理審査委員会の承認を得た。（北教大研論

）

結果と考察

インタビューにおいて感情に関する部分は

個抽出され， 個のサブカテゴリーと３個のカテ

ゴリーに分類された。また，サポート要素に関し

て語られた部分は 個抽出され， 個のサブカ

テゴリーと９個のカテゴリーに分類された。

序盤は我が子（以下Ｄくんとする）の発達の遅

れに対する不安や年少時に通っていた幼稚園の対

応への不満，Ｃさん自身の体調不良による辛さな

ど後ろ向きな感情が多く抽出された。Ｄくんの進

級を機に転園し，新しく通い始めた幼稚園の教諭

の対応の良さを実感することができ，加えて母親

仲間との良好な関係を築くことができたことから，

サポート要素が増加し次第に前向きな感情を獲得

するようになった。年長に進級すると就学先の決

定に関わって後ろ向きな感情，どちらともいえな

い感情，前向きな感情のそれぞれが抽出され，そ

れらの感情が繰り返されている様子が見受けられ

た。この様子は様々な出来事に際して前向きな感

情と後ろ向きな感情を繰り返すとされる螺旋型モ

デル（中田； ）であるといえる。また，前向

きな感情を獲得する際に周囲との関わりがきっか

けとなっており，対象者が前向きな感情を獲得す

る有効なサポートであったことが示された。加え

て，Ｃさんの場合は同じ障害の子をもつ養育者と

の関わりはもちろんのこと，健常児の親との関わ

りも前向きな感情の獲得を助けていたことが明ら

かになった。

― 588―


